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東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
新
卒
者
な
ど

の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
は
今
年

の
五
月
か
ら
、
就
職
活
動
の
た
め
に
被
災
地

か
ら
上
京
し
て
き
た
就
活
生
な
ど
に
対
し
、

労
働
大
学
校
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）
の
宿
泊
施

設
を
無
料
で
提
供
し
て
い
る
。
七
月
一
一
～

一
五
日
に
は
、
都
内
で
開
か
れ
た
「
第
一
回

新
規
大
卒
者
等
合
同
就
職
面
接
会
」（
東
京
新

卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
よ
び
、
東
京
都
、

東
京
労
働
局
の
共
催
）
な
ど
に
参
加
す
る
た

め
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被
災
三
県
か
ら

訪
れ
た
約
六
〇
人
が
宿
泊
。
労
働
大
学
校
で

は
、
夜
の
時
間
帯
を
活
用
し
、
宿
泊
者
に
対

し
て
就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催

し
、
就
職
活
動
の
面
で
も
就
活
生
を
後
押
し

し
た
。

厳
し
さ
増
す
就
職
戦
線

　

大
学
生
を
と
り
ま
く
就
職
環
境
は
一
層
き

び
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
今
春
卒
業
し
た
大

学
生
の
就
職
率（
四
月
一
日
現
在
）は
九
一
・

○
％
と
な
り
、
就
職
氷
河
期
と
呼
ば
れ
た
二

○
○
○
年
を
○
・
一
％
下
回
り
、
統
計
を
取

り
始
め
た
九
七
年
以
降
過
去
最
低
を
更
新
し

た
。

　

震
災
直
後
か
ら
企
業
の
内
定
取
り
消
し
や

入
社
時
期
の
繰
り
下
げ
も
相
次
い
で
い
る
。

厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
六
月
三

○
日
現
在
、
大
学
生
な
ど
の
採
用
内
定
取
り

消
し
は
一
六
八
件
、
入
職
時
期
の
繰
り
下
げ

は
九
六
六
人
に
も
及
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
重
く
み
た
厚
生
労
働
省

は
大
学
生
に
対
す
る
就
職
支
援
を
強
化
す
る

た
め
、
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
配
置
さ
れ

た
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
数
を
一
○
○
人

増
や
し
た
ほ
か
、
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
「
学
生
等
震
災
特
別
相
談
窓
口
」
を
設
置

す
る
な
ど
の
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

交
通
手
段
と
宿
泊
先
を
用
意

　

被
災
地
の
学
生
に
東
京
の
企
業
に
も
目
を

向
け
て
も
ら
お
う
と
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島

の
三
県
か
ら
無
料
バ
ス
を
運
行
し
、
宿
泊
先

も
用
意
す
る
。Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
大
学
校
も
、

宿
泊
先
を
提
供
す
る
な
ど
の
連
携
を
図
っ
て

い
る
。

東
京
で
の
就
職
活
動
に
意
欲

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
被
災
地
の
学
生

に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

　

東
北
工
業
大
学
（
仙
台
市
）
に
在
籍
す
る

Ａ
さ
ん
（
21
）
は
、「
震
災
後
、
停
電
で
パ
ソ

コ
ン
が
使
え
ず
就
職
活
動
で
出
遅
れ
た
。
ゲ

ー
ム
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
業
界
が
第
一
志

望
だ
っ
た
が
志
望
す
る
企
業
の
応
募
は
三
月

で
締
め
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」。そ
ん
な
と
き
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
知

っ
た
と
い
う
。「
面
接
会
で
は
警
備
や
番
組

制
作
会
社
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
仕
事
に
も
視
野
を
広
げ
て
み
た
い
」
と
意

欲
を
み
せ
る
。

就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

七
月
一
一
日
夜
、
大
型
バ
ス
に
揺
ら
れ
、

被
災
三
県
か
ら
就
活
生
が
到
着
。
就
活
生
は

翌
一
二
日
か
ら
さ
っ
そ
く
、
合
同
説
明
会
や
、

応
募
し
た
企
業
の
筆
記
試
験
や
面
接
試
験
に

臨
む
た
め
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
で
労
働
大

学
校
を
飛
び
出
し
て
い
っ
た
。

　

大
学
校
は
普
段
、
労
働
基
準
監
督
署
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
な
ど
厚
生
労
働
省
の
労

働
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
職
員
に
対
し

て
体
系
的
な
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

職
業
適
性
検
査
や
カ
ー
ド
式
ガ
イ
ダ
ン
ス
ツ

ー
ル
な
ど
の
研
究
開
発
を
含
め
た
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

就
活
生
の
就
職
活
動
に
役
に
立
つ
専
門
知
識

や
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
も
備
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
回
、
就
活
生
が
労
働
大
学
校
内
で

時
間
的
に
余
裕
が
あ
る
夜
間
を
活
用
し
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

一
二
、
一
四
日
の
夜
七
時
か
ら
「
就
職
活

動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
一
三
、
一
五

日
の
同
じ
時
間
帯
に
は
「
Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味

検
査
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
い
た
。
Ｖ
Ｐ
Ｉ
と
は
、

V
ocational P

reference Inventory

の
略
。

興
味
の
あ
る
職
業
分
野
を
知
り
、
自
己
理
解

を
深
め
る
た
め
の
大
学
生
な
ど
を
対
象
と
し

た
職
業
興
味
検
査
で
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
こ
の

検
査
を
行
う
と
と
も
に
、
活
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

模
擬
面
接
も
実
施

　

一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
就
職
活
動
支
援
セ

ミ
ナ
ー
の
会
場
を
の
ぞ
い
た
。
こ
の
日
は
八

人
が
参
加
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
下
矢
雅
美
・
大
学
校
長
が

冒
頭
、「
今
年
度
の
就
職
環
境
は
大
変
厳
し
い

と
聞
く
。
一
層
の
困
難
も
あ
る
と
思
う
。
楽

し
み
な
が
ら
受
講
し
、
少
し
で
も
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
参
加
者
を
励
ま
し
た
。
そ
の
後
、

比
留
間
誠
一
・
准
教
授
が
首
都
圏
に
お
け
る

就
職
活
動
の
状
況
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

面
接
の
心
得
を
解
説
。
東
京
経
営
者
協
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
み
ん

な
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
は
な
い
よ
。
日
本
を

代
表
す
る
企
業
だ
っ
て
被
災
し
た
学
生
を
配

労働大学校で開かれたセミナーで、亀島准教授の講義を聞く就活生
（７月 12日、朝霞市）

〈
被
災
地
の
就
活
生
に
対
す
る
支
援
〉

　

―
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
大
学
校
の
取
り
組
み
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職
面
接
会
―　
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慮
す
る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
と
熱
弁
。

「
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
よ
く
考
え
、
企

業
の
冠
で
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
一
歩

踏
み
出
し
て
欲
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

後
半
は
亀
島
哲
・
准
教
授
が
面
接
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
実
施
し
た
。「
面
接
で
は
話
す
こ
と

だ
け
で
な
く
、
面
接
官
の
言
う
こ
と
を
よ
く

聞
く
こ
と
も
大
事
。
会
話
の
一
つ
と
思
っ
て

み
て
」
な
ど
と
指
導
。
ビ
デ
オ
や
参
加
者
一

人
の
模
擬
面
接
を
ビ
デ
オ
に
録
画
し
、
参
加

者
ど
う
し
で
議
論
す
る
な
ど
多
彩
な
内
容
と

な
っ
た
。

本
番
の
面
接
で
実
践
し
た
い

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
石
巻
在
住
で
岩
手
の

大
学
に
通
う
あ
る
女
子
大
生
は
「
隣
の
人
ど

う
し
で
模
擬
面
接
を
や
り
、
お
互
い
の
よ
い

点
を
指
摘
し
合
い
、
そ
の
点
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。
本
番
の
面

接
で
ぜ
ひ
実
践
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

大
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
の
授

業
を
と
っ
て
お
り
、
今
回
の
上
京
は
そ
の
教

官
に
す
す
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

地
震
発
生
時
の
二
時
間
前
に
は
ち
ょ
う
ど

松
島
に
遊
び
に
来
て
い
た
。
松
島
か
ら
の
車

で
の
帰
路
に
地
震
に
あ
い
、「
危
な
か
っ
た
」

と
話
し
た
。

　

青
森
出
身
で
岩
手
の
大
学
に
か
よ
う
男
子

学
生
は
、
日
中
、
あ
る
企
業
の
一
次
試
験
に

参
加
し
た
が
、「
面
接
で
は
口
が
つ
っ
か
か
っ

た
。
筆
記
も
ボ
ロ
ボ
ロ
。
作
文
は
時
間
が
足

り
な
か
っ
た
」
と
顧
み
た
。
食
品
関
係
が
希

望
だ
と
し
、
最
終
日
の
一
六
日
ま
で
滞
在
し

て
積
極
的
に
活
動
す
る
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

　

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
と
Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業

興
味
検
査
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
四
日
間
で
計
二

七
人
が
参
加
し
た
。

東
京
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

よ
る
就
職
支
援

　

東
京
都
、
東
京
労
働
局
、
東
京
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
七
月
一
二
日
か
ら
一
五
日

ま
で
の
四
日
間
、
来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生

や
既
卒
者
を
対
象
と
し
た
第
一
回
新
規
大
卒

者
等
合
同
就
職
面
接
会
を
開
い
た
。
参
加
し

た
企
業
数
は
約
一
五
○
社
。
最
終
日
の
一
五

日
、
会
場
と
な
っ
た
六
本
木
の
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
、
三
六
度
を
超
え
る
暑
さ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
学
生
を
含
め
リ
ク

ル
ー
ト
ス
ー
ツ
姿
の
学
生
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
訪
れ
た
。
彼
ら
の
表
情
は
一
様
に
真
剣
だ
。

求
人
件
数
は
昨
年
よ
り
大
幅
増
に

　

震
災
後
、
被
災
地
の
雇
用
環
境
は
悪
化
し

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
求
人
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、

二
○
一
一
年
四
―
六
月
期
に
都
内
の
事
業
所

か
ら
学
生
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
新
規
求
人
件
数
を
み
る
と
一
九
四
七
件
と

前
年
同
期
に
比
べ
て
一
五
％
も
増
え
て
い
る
。

　

東
京
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
水
野
治

統
括
職
業
指
導
官
に
よ
る
と
、
大
学
生
に
対

す
る
企
業
の
実
需
が
増
え
て
い
る
か
ど
う
か

は
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
う
。

　
「
例
年
、
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
民

間
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
し
て
募
集
を
行
っ
て

い
た
企
業
が
、
助
成
金
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と

で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
も
求
人
を
出
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
」
か
ら
だ
。

　

だ
が
、
少
な
く
と
も
面
接
会
に
参
加
し
た

企
業
は
「
こ
の
機
会
に
よ
い
人
材
を
採
れ
れ

ば
」
と
意
欲
的
だ
。
都
内
に
本
社
が
あ
る
物

流
Ｈ
社
は
、
震
災
直
後
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

寸
断
に
よ
り
、
業
務
に
支
障
が
生
じ
た
も
の

の
、
そ
の
後
は
大
き
な
影
響
を
被
っ
て
い
な

い
。
二
三
年
度
卒
業
予
定
の
学
生
に
つ
い
て

は
、
四
～
五
人
程
度
採
用
し
た
い
と
考
え
、

面
接
会
に
参
加
し
た
。

　

大
手
企
業
が
採
用
を
絞
り
込
む
一
方
で
、

被
災
地
以
外
の
中
小
企
業
で
は
以
前
、
学
生

が
集
ま
ら
ず
に
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少

な
く
な
い
。
と
く
に
震
災
後
、
大
企
業
の
採

用
時
期
が
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
で
、
例
年
五
月

以
降
に
活
発
化
す
る
中
小
の
採
用
に
も
遅
れ

が
生
じ
て
い
る
。

学
生
に
求
め
ら
れ
る
支
援
は
？

　

岩
手
県
内
の
大
学
に
通
う
Ｔ
さ
ん
（
21
）

は
大
学
の
四
回
生
。
同
じ
大
学
の
友
人
三
人

と
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

　

青
森
県
出
身
だ
が
、
東
京
で
の
仕
事
に
憧

れ
て
お
り
、
地
元
で
就
職
す
る
気
は
な
い
。

今
回
の
感
触
を
尋
ね
る
と
、「
一
二
日
の
面
接

会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
企
業
の
担
当
者
と

面
談
し
、
う
ち
一
社
の
一
次
面
接
に
進
む
こ

と
に
な
っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

被
災
地
か
ら
来
た
学
生
と
一
般
の
学
生
と

の
間
で
支
援
方
法
に
違
い
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

水
野
氏
は
言
う
。

　
「
被
災
地
の
学
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ジ

ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
支
援
の
内
容
が
一
般
の

学
生
に
対
す
る
も
の
と
大
き
く
変
わ
る
わ
け

で
は
な
い
し
、
学
生
側
も
そ
れ
を
求
め
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
実
家
が
半
壊
す

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
て
東
京
に

来
て
い
る
こ
と
は
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
厳
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
一
般
の
学
生
の
場

合
と
違
っ
て
、
そ
れ
が
逆
効
果
に
な
る
こ
と

も
あ
り
う
る
。
本
人
の
意
向
を
確
か
め
な
が

ら
、
十
分
に
ケ
ア
す
る
よ
う
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

タ
ー
に
指
導
し
て
い
る
」

　

ま
た
、
こ
れ
は
被
災
地
か
ら
来
た
学
生
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
大
学
の
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、「
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
か
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
震
災
前

に
比
べ
て
低
下
し
て
い
る
」
と
い
う
話
が
よ

く
聞
か
れ
る
と
い
う
。

　

震
災
直
後
、
一
部
の
大
学
が
休
講
に
な
り
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
停
止
し
た
こ

と
も
加
わ
り
、
学
生
の
就
職
活
動
の
遅
れ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
東
京
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
大
学
に
出
向
き
、
セ

ミ
ナ
ー
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
催
す
な
ど
、
学
生

に
働
き
か
け
る
機
会
を
増
や
す
よ
う
努
め
て

い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
　
荒
川
創
太
、米
島
康
雄
）

新規大卒者等合同就職面接会の様子（７月 15日、東京・六本木）


